
シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

各
種
講
座

1
シ
ニ
ア
世
代
を
豊
か
に
す
る

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
講
座

▽
日
時　
１
月
14
・
28
日（
土
）、

午
前
10
時
～
11
時
。

▽
内
容　
「
シ
ニ
ア
世
代
を
豊

か
に
過
ご
す
た
め
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
の
重
要
性
」
と
題
し
た
講

座
。

▽
定
員　
各
先
着
15
人
。

2
シ
ニ
ア
世
代
の
地
域
デ
ビ
ュ

ー
講
座

▽
日
時　
１
月
13
・
20
・
27
日
、

２
月
３
日
。午
前
10
時
～
正
午
。

全
４
回
。

▽
内
容　
「
学
ぶ
門
に
は
福
来

た
る　

で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・

ま
な
び
あ
い
」
と
題
し
た
、
佐

々
木
英
和
さ
ん
（
宇
都
宮
大
学

准
教
授
）
に
よ
る
講
座
、「
人
と

人
の
支
え
あ
い　
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
と
題
し
た
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
職
員
に
よ
る
講
座
、「
マ
ジ

ッ
ク
を
楽
し
も
う　
お
孫
さ
ん

と
遊
べ
る
簡
単
マ
ジ
ッ
ク
」
と

題
し
た
、
松
島
栄
次
さ
ん
（
日

本
ア
マ
チ
ュ
ア
マ
ジ
ッ
ク
協
会

会
員
）
に
よ
る
講
座
、「
シ
ニ

ア
も
共
助
の
担
い
手　
助
け
合

い
の
ま
ち　
宇
都
宮
を
目
指
し

て
」
と
題
し
た
、
安
藤
正
知
さ

ん（
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
）

に
よ
る
講
座
。

▽
定
員　
先
着
15
人
。

■
会
場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
中
央
１
丁
目
）。

■
対
象　
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
。

■
申
込　
直
接
ま
た
は
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
）
で
、
み
や
シ

ニ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
☎（
639
）

８
５
８
５
、
（
639
）８
５
７
５

へ
。上

河
内
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
講
座

▽
日
時　
２
月
８
・
15
・
22
日
、

午
前
10
時
～
正
午
。
全
３
回
。

▽
会
場　
上
河
内
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
松
田
新
田
町
）。

▽
内
容　
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
の

基
本
動
作
と
ゲ
ー
ム
方
法
な
ど
。

▽
対
象　
市
内
在
住
で
60
歳
以

上
の
初
心
者
。

▽
定
員　
抽
選
30
人
。

▽
費
用　
200
円
程
度（
教
材
費
）。

▽
申
込　
上
河
内
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
る
申
込
用

紙
ま
た
は
は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
を
書
き
、
１
月
20
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た

は
送
付
で
、
〒
321‐0407
松
田
新
田

町
116

－

１
、
上
河
内
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
☎（
674
）４
０
０
３
へ
。

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

健
康
教
室

1
知
っ
て
得
す
る　
ラ
ジ
オ
体

操
教
室

▽
日
時　

１
月
21
日（
土
）午
前

10
時
30
分
～
正
午
。

▽
内
容  

正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操

の
実
施
に
関
す
る
講
話
と
実
技
。

▽
定
員　
先
着
25
人
。

2
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
運
動
メ
ニ
ュ

ー　
気
軽
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
Ｍミｉ

ｙ
ヤａ
運
動
体
験
会

教
室
・
講
座

◎茂原健康交流センターで幼児水泳教室　▽日時　2 月 14・21・28 日、3 月 7・14・28 日。午後 3 時
30 分～ 4 時 15 分。全 6 回▽会場　茂原健康交流センター（茂原町）▽内容　幼児のための水泳教室▽
対象　年中・年長の子ども▽定員　先着 15 人▽費用　施設利用料（実費）▽申込　１月７日午前９時から、
直接、茂原健康交流センター☎（654）2815 へ。

障がいのある人の趣味と仲間づくりに
1長期講座（1年間）
▽日時　4 月～平成 30 年 3 月、午前 10 時～正午。パ
ンフラワー講座とレクリエーション教室①～③は午後 1
時～ 3 時。
▽会場　市障がい者福祉センター（中央 1 丁目・市
総合福祉センター内）。
▽講座名・定員など　下の表の通り。❶～❸から 1
講座ずつ選択可。
▽費用　材料費（実費）。
▽その他　都合により講座開催日が変更になる場合
があります。
市障がい者福祉センター長期講座（1年間）
講　座　名 開催曜日 定　員

❶創作的
活動

パンフラワー講
座 第1・3 月曜日 抽選10人
絵手紙講座 第 2・4 月曜日 抽選10人
組紐

ひも

講座① 第1・3 火曜日 抽選10人
組紐講座② 第 2・4 火曜日 抽選10人
水墨画講座 第 2・4 水曜日 抽選10人
書道講座 毎週木曜日 抽選10人
絵画講座 毎週金曜日 抽選10人

❷社会適
応訓練

料理講座 第 4 金曜日 抽選20人
パソコン初級 毎週火曜日 抽選10人
パソコン中級 毎週木曜日 抽選10人

❸運動教
室

フォークダンス
講座 第1・3 水曜日 抽選15人
健康体操教室 第1・3 月曜日 抽選10人
レクリエーショ
ン教室①②③

第 1・2・3 金
曜日の各月 1
回

各抽選10人

2短期講座パンフラワー
▽日時　2 月 1 日（水）午前 10 時～正午。
▽会場　河内総合福祉センター（白沢町）。
▽内容　軽量粘土を使って季節の飾り物を作る。
▽定員　抽選 15 人。
▽費用　600 円（材料費）。
■対象　市内在住で障がい者手帳を持っている人。
初めて受講する人を優先。ただし、1のフォークダ
ンス講座は視覚障がい者のみ、2は市障がい者福祉
センターで同講座を受講中の人を除く。
■申込　1 1 月 31 日まで2 1 月 27 日までに、直接
または電話・ファクス（住所・氏名・電話番号を明記）
で、市障がい者福祉センター☎（639）1050、 （639）
1052 へ。
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▽
日
時　
①
１
月
26
日（
木
）午

後
２
時
～
３
時
30
分
②
２
月
９

日（
木
）午
前
10
時
30
分
～
正
午
。

▽
内
容　
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
運
動

メ
ニ
ュ
ー
「
気
軽
に
エ
ン
ジ
ョ

イ
Ｍ
ｉ
ｙ
ａ
運
動
」
の
体
験
と

講
話
。

▽
定
員　
各
先
着
20
人
。

3
健
康
づ
く
り
栄
養
教
室　
カ

ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー

で
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

▽
日
時　

１
月
31
日（
火
）午
前

10
時
～
午
後
１
時
。

▽
内
容　
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

の
た
め
の
講
話
と
カ
ル
シ
ウ
ム

摂
取
の
こ
つ
を
学
ぶ
た
め
の
調

理
実
習
。

▽
定
員　
先
着
25
人
。

▽
費
用　
500
円
程
度（
食
材
費
）。

■
会
場　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
ラ
ラ
ス
ク
エ
ア
宇
都
宮
９
階
）。

■
対
象　
市
内
在
住
で
、
1
運

動
制
限
の
な
い
64
歳
以
下
の
人

2
運
動
制
限
の
な
い
人
3
初
め

て
参
加
す
る
人
優
先
。

　
な
お
、
1 

2
は
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
の
運
動
教
室
に
参
加
し

て
い
る
、
ま
た
は
参
加
し
た
こ

と
が
あ
る
人
は
不
可
。

■
申
込　
１
月
６
日
午
前
９
時

30
分
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電

話
で
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

（
627
）６
６
６
６
へ
。

食
育
の
知
識
を
深
め
よ
う

食
育
講
演
会

▽
日
時　

１
月
20
日（
金
）午
前

10
時
30
分
～
正
午
。

▽
会
場　

東
（
中
今
泉
３
丁

目
）。

▽
内
容　
「
食
育
を
め
ぐ
る
国

の
動
向
と
重
点
課
題
に
つ
い
て

家
庭
、
学
校
、
地
域
、
給
食

施
設
等
が
連
携
し
た
取
組
み
の

必
要
性
」
と
題
し
た
、
武
見
ゆ

か
り
さ
ん
（
女
子
栄
養
大
学
教

授
）
に
よ
る
講
話
。

▽
対
象　
市
内
に
在
住
か
通
勤

し
て
い
て
、
日
常
的
に
食
育
指

導
に
携
わ
っ
て
い
る
人
。

▽
定
員　
先
着
300
人
。

▽
申
込　

１
月
４
～
17
日
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

・
勤
務
先
・
職
種
を
明
記
）
で
、

健
康
増
進
課
☎（
626
）１
１
２
６
、

（
627
）９
２
４
４
、

u1907
0500@

city.utsunom
iya.

tochigi.jp

へ
。

▽
そ
の
他　
駐
車
場
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
相
乗
り
や
公
共
交

通
機
関
な
ど
の
利
用
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

1 月の家族介護教室
▽日時・会場・問い合わせ先など　下の表の通り。
▽対象　要介護高齢者を介護している家族など。
問高齢福祉課☎（632）2357

日　時 会　場 内　容 問い合わせ先

25日（水）
午後1時30
分～3時30
分

陽南 （大
和1丁目）

ちょっと得す
る薬の話

地域包括支援セン
ターようなん☎（6
58）2125

27日（金）
午前10時～
正午

今泉 （元
今泉1丁目）

終活について
学ぶ

地域包括支援セン
ター今泉・陽北☎

（616）178031日（火）
午前10時～
正午

東 （東塙
田1丁目）

◎みんなで語り合おうこころの健康を考える会　▽日時　1 月 27 日（金）午後 2 時 30 分～ 4 時▽会場
保健所▽内容　家族のアルコール問題などで悩んだり、生きづらさを感じたりしている人同士の語り合い
▽対象　市内在住の人▽その他　事前に保健師が面接▽申込　電話で、保健予防課☎（626）1114 へ。

高齢者の肺炎球菌予防接種
平成28年度対象者は

3月31日までに接種してください
1平成28年度の定期予防接種対象者の皆さんへ
▽期間　3 月 31 日まで。
▽会場　「健康づくりのしおり」または市 に
掲載している市内指定医療機関。県内（市外）
の指定医療機関は市 に掲載。
▽回数　生涯１回。
▽対象　市内在住で、肺炎球菌予防接種を受けた
ことがない次のいずれかに該当する人。①65歳（昭
和 26 年 4 月 2 日～昭和 27 年 4 月1日生まれ）・
70 歳（昭和 21 年 4 月 2 日～昭和 22 年 4 月1日
生まれ）・75 歳（昭和 16 年 4 月 2 日～昭和 17
年 4 月1日生まれ）・80 歳（昭和 11 年 4 月 2 日
～昭和 12 年 4 月1日生まれ）・85 歳（昭和 6 年
4 月 2 日～昭和 7 年 4 月1日生まれ）・90 歳（大
正 15 年 4 月 2 日～昭和 2 年 4 月 1 日生まれ）・
95 歳（大正 10 年 4 月 2 日～大正 11 年 4 月1日
生まれ）・100 歳（大正 5 年 4 月 2 日～大正 6 年
4 月1日生まれ）②満 60 ～ 64 歳で、 心臓・腎
臓・呼吸器の機能、HIV による免疫機能に障がい

があり、身体障がい者手帳 1 級程度の人。
▽費用　2,500 円。
▽持ち物　健康保険証など、生年月日の分かる
もの。②に該当する人は身体障がい者手帳の写
し。
2接種費用免除（事前申請必要）
▽対象　1の対象者のうち、次のいずれかに該
当する人。①市民税非課税世帯②生活保護被保
護者③中国残留邦人の認定を受けている。
▽申込　健康保険証などの身分証明書、本人ま
たは同世帯の親族以外が申請する場合は申し込
み窓口に置いてある委任状（市 からも取り出
し可）、1の②に該当する人は身体障がい者手
帳の写しをお持ちの上、直接、保健予防課（竹
林町・保健所内）、保健と福祉の相談（市役所
１階）、各 ・ ・ へ。
3県内指定医療機関以外での接種（事前申請必
要）
▽申込　印鑑（ゴム印不可）をお持ちの上、直接、
保健予防課へ。
▽その他　費用は自己負担した後、償還払いと
して口座へ振り込みます。
問保健予防課☎（626）1114

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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働
き
盛
り
世
代
に

お
勧
め
の
野
菜
料
理

野
菜
を
も
っ
と
食
卓
に

▽
日
時　

２
月
15
日（
水
）午
前

10
時
～
午
後
１
時
。

▽
会
場　
保
健
所（
竹
林
町
）。

▽
内
容　
管
理
栄
養
士
に
よ
る

野
菜
に
つ
い
て
の
講
話
と
野
菜

を
使
っ
た
調
理
実
習
。

▽
対
象　
市
内
在
住
で
18
～
64

歳
の
人
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

▽
費
用　
500
円
程
度（
食
材
費
）。

▽
申
込　

１
月
13
日
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
、
健
康
増
進

課
（
保
健
所
内
）
☎（
626
）１
１

２
６
へ
。

や
す
ら
ぎ
荘
で

シ
ニ
ア
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
座

▽
日
時　
１
月
27
日
、
２
月
７

・
14
・
21
・
28
日
。
午
前
10
時

～
11
時
30
分
。
１
月
27
日
は
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時
。
全
５

回
。

▽
会
場　
や
す
ら
ぎ
荘
。

▽
内
容　
健
康
増
進
を
目
的
と

し
た
シ
ニ
ア
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体

操
。

▽
対
象　
市
内
在
住
で
60
歳
以

上
の
人
。

▽
定
員　
抽
選
20
人
。
最
少
催

行
人
数
10
人
。

▽
申
込　
や
す
ら
ぎ
荘
に
置
い

て
あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
は
が

き
に
、
希
望
講
座
名
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
年
齢

を
書
き
、
１
月
16
日
（
必
着
）

ま
で
に
、直
接
ま
た
は
送
付
で
、

〒
320‐0075
宝
木
本
町
１
９
９
１

－

１
、
や
す
ら
ぎ
荘
☎（
665
）

５
２
８
４
へ
。

茂
原
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
で

各
種
催
し

1
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

水
泳
教
室

▽
日
時　
１
月
13
・
20
日（
金
）。

小
・
中
学
生=

午
後
６
時
～
７

時
、成
人=

午
後
７
時
～
８
時
。

▽
内
容　

４
泳
法
の
技
法
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
。

▽
定
員　
各
先
着
20
人
。

2
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

▽
日
時　

１
月
13
日（
金
）午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分
。

▽
内
容　
ス
ト
レ
ス
解
消
・
健

康
維
持
・
体
力
増
加
の
一
石
三

鳥
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

■
会
場　
茂
原
健
康
交
流
セ
ン

タ
ー
（
茂
原
町
）。

■
費
用　
施
設
利
用
料 （
実
費
）。

問
茂
原
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
☎

（
654
）２
８
１
５

家
族
介
護
教
室

介
護
者
交
流
会

▽
日
時　

１
月
19
日（
木
）午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
。

▽
会
場　
河
内
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
白
沢
町
）。

▽
内
容　
介
護
体
験
者
に
よ
る

講
話
、
介
護
の
た
め
の
情
報
提

供
、参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
、

相
談
な
ど
。

▽
対
象　
要
介
護
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
な
ど
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

▽
申
込　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

年
齢
・
性
別
を
明
記
）
で
、
宇

都
宮
介
護
者
の
会
☎（
652
）３
５

２
５
、
（
652
）３
５
２
９
へ
。

問
高
齢
福
祉
課
☎（
632
）２
３
５

７
会
社
の
元
気
は

従
業
員
の
健
康
か
ら

働
く
人
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

▽
日
時　

２
月
８
日（
水
）午
後

１
時
30
分
～
４
時
。

▽
会
場　

東
（
中
今
泉
３
丁

目
）。

▽
内
容　
「
明
日
か
ら
で
き
る
健

教
室
・
講
座

◎フリーダイヤル自殺予防いのちの電話　▽日時　1 月 10 日（火）午前 8 時～ 11 日（水）午前 8 時（24 時
間）▽内容　死にたい・死のうと思っている人や、周囲にこのような人がいるときなどの自殺予防相談
▽フリーダイヤル　☎ 0120（783）556。問栃木いのちの電話事務局☎（622）7970、保健予防課☎（626）
1114

知っていますか　統合失調症
病気の理解と治療の話

　統合失調症は、1899 年にドイツの医師エミー
ルクレペリンが「早発性痴呆」と記載した新し
い病気といえます。
　治療法が見つからなかった当時は、「予後不良
である」「人格が荒廃する」などと言われてきま
したが、現在では、さまざまな治療により、70
パーセント程度の人が回復、あるいは軽い障が
いで済むと言われています。代表的な症状は幻
覚や妄想ですが、思考や感情のまとまりの悪さ
から来る、さまざまな生活の障がいが大きな問
題となります。
　時間をかけて本人に病気であることを理解さ
せ、病気の対処法を学び、病気を抱えながら生
活する訓練をすることによって、進んで病気か
らの回復に取り組めるようになります。
　さらに、障がいの部分に対する周囲からのサ
ポートによって、また、本人の長所や得意な能

力を伸ばすことによって、社会生活を楽しみ、
維持する力が増す可能性が出てきます。
　障がいを持ちながらも、サポートや工夫によ
って、地域社会の中で「普通の人」として生活
していけるようになることが、私たちの目指す
あり方ということができるでしょう。
　講座では、病気のメカニズムや治療の話、回
復のヒントなどについてお話しします。皆さん、
ぜひお越しください。

（精神科医　原　隆）

■こころの健康づくり講座
▽日時　2 月2日（木）午後 2 時 30 分～ 4 時 30
分。
▽会場　保健所。
▽内容　「治療に役立つ統合失調症の話　病
気の理解と治療の話」と題した、原隆さん（精
神科医）による講話。
▽定員　先着 50 人。
▽申込　電話で、保健予防課☎（626）1114 へ。
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康
経
営　
中
小
企
業
の
実
例
か

ら
学
ぶ
」
と
題
し
た
佐
々
木
真

佑
さ
ん
（
日
本
政
策
金
融
公
庫

総
合
研
究
所
）
に
よ
る
基
調
講

演
と
、
市
内
事
業
所
に
お
け
る

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
の
事
例
報
告
。

▽
対
象　
市
内
事
業
所
の
事
業

主
や
健
康
管
理
担
当
者
。

▽
定
員　
先
着
100
人
。

▽
申
込　

１
月
５
日
か
ら
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
勤
務
先
を
明
記
）
で
、
健

康
増
進
課
☎（
626
）１
１
２
６
、

（
627
）９
２
４
４
、

u190705
00@city.utsunomiya.tochi
gi.jp

へ
。

栃
木
い
の
ち
の
電
話

電
話
相
談
員
養
成
講
座

▽
期
間　

４
月
～
平
成
31
年
３

月
。

▽
会
場　
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

（
若
草
１
丁
目
）。

▽
内
容　
電
話
相
談
に
必
要
な

基
礎
知
識
を
理
解
す
る
た
め
の

講
義
や
実
習
な
ど
。

▽
定
員　
抽
選
30
人
。

▽
費
用　
７
万
５
０
０
０
円（
教

材
費
な
ど
）。

▽
選
考　
書
類
審
査
と
面
接
。

▽
申
込　

１
月
５
日
～
２
月
15

日
（
必
着
）
に
、
送
付
で
、
〒

320‐8508
若
草
１
丁
目
10

－
6
、

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
へ
。

▽
そ
の
他　
受
験
資
格
や
申
込

書
類
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎（
622
）７
９
７
０
、
保
健
予
防

課
☎（
626
）１
１
１
４

１
・
２
月
は「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

　
冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、

風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す
人
が

多
い
こ
と
や
、
学
校
や
企
業
な

ど
の
協
力
が
得
ら
れ
に
く
い
こ

と
か
ら
、
年
間
で
最
も
輸
血
用

血
液
が
不
足
し
が
ち
で
す
。
ま

た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
健

康
で
若
い
皆
さ
ん
の
献
血
へ
の

協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
二
十
歳
の

記
念
に
献
血
に
行
き
ま
せ
ん

か
。
特
に
400
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献

血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
400
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

▽
年
齢　
男
性
17
～
69
歳
・
女

性
18
～
69
歳
。

▽
体
重　
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
。

■
成
分
献
血

▽
年
齢　
血
し
ょ
う
＝
18
～
69

歳
、血
小
板
＝
男
性
18
～
69
歳・

女
性
18
～
54
歳
。

▽
体
重　
男
性
45
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
上
・
女
性
40
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

上
。

■
200
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

▽
年
齢　
16
～
69
歳
。

▽
体
重　
男
性
45
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
上
・
女
性
40
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

上
。

■
そ
の
他　
65
歳
以
上
は
、
60

～
64
歳
に
献
血
の
経
験
が
あ
る

人
に
限
り
ま
す
。
会
場
な
ど
詳

し
く
は
、
48
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
保
健
所
総
務
課
☎（
626
）１
１

０
４断

酒
例
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

■
昼
例
会
（
酒
害
相
談
）

▽
日
時　

１
月
20
日（
金
）午
後

１
時
～
３
時
（
毎
月
１
回
）。

▽
会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
。

■
例
会

▽
曜
日
・
会
場　
毎
週
火
曜
日

＝
平
石

（
下
平
出
町
）。
毎

週
水
曜
日
＝
西
（
西
一
の
沢

町
）。
毎
週
木
曜
日
＝
中
央

（
中
央
１
丁
目
）。
毎
週
土
曜
日

＝
雀
宮
（
新
富
町
）。

▽
時
間　
午
後
７
時
～
９
時
。

■
内
容　
お
酒
に
悩
む
人
た
ち

が
互
い
に
理
解
し
合
い
、
支
え

合
う
こ
と
で
問
題
を
解
決
す
る
。

■
対
象　
酒
の
飲
み
方
が
お
か

し
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

疑
い
が
あ
る
な
ど
、
お
酒
で
悩

ん
で
い
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族
。

問
保
健
予
防
課
☎（
626
）１
１
１

４

◎自死遺族支援　わかちあいの会「こもれび」　▽日時　1 月 7・21 日（土）、午後 2 時～ 4 時▽会場　と
ちぎ福祉プラザ（若草 1 丁目）▽内容　大切な人を自死により亡くした人々の思いを分かち合う▽対象

家族や身近な人を自死で亡くした人▽費用　200 円。問栃木いのちの電話事務局☎（622）7970、保健
予防課☎（626）1114

健康診査の追加健診
▽日時・会場・内容・定員　下の表の通り。
日　時 会　場 内　 容 定員

①1月28日（土）
午前9時～11
時

JAうつのみや南
部支所（砂田町）特定健康診査、健

康診査、各種がん
検診（胃がん・肺
がん・大腸がん・
乳がん・子宮がん
など）

先着
150人

②2月9日（木）
午前9時～11
時

上河内保健セン
ター（上田町）

先着
100人

③3月6日（日）
午前9時30分
～11時30分

とちぎ健康の森
（駒生町）

先着
150人

▽対象　①市国民健康保険加入の JA 組合員および
その家族②③市内に住民登録のある 40 歳以上の
人。ただし、特定健康診査＝ 40 歳以上の人（②③
は市国民健康保険加入者）、子宮がん検診＝ 20 歳
以上女性、乳がん検診＝ 30 歳以上女性、前立腺
がん検診＝ 50 歳以上男性、骨粗しょう症検診＝満
40･45･50･55･60･65･70 歳女性。
▽申込　電話で、市集団健診予約センター☎（611）
1311 へ。
▽その他　特定健康診査以外は有料です。詳しくは、
市から送付された受診券をご覧ください。
問健康増進課☎（626）1129

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

関
す
る
自
己
負
担
額
の
軽
減

1
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
地
域

密
着
型
を
含
む
）・
介
護
老
人

保
健
施
設
・
介
護
療
養
型
医
療

施
設
な
ど
の
介
護
保
険
施
設
や

短
期
入
所
生
活
介
護
（
療
養
介

護
）
を
利
用
す
る
際
の
居
住
費

と
食
費
を
減
額
し
ま
す
。

▽
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
。
①
世
帯
全
員
と
配

偶
者
が
市
民
税
非
課
税
で
、
預

貯
金
な
ど
が
一
定
額
（
単
身
で

１
０
０
０
万
円
、
夫
婦
で
２
０

０
０
万
円
）
以
下
②
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
65
歳
以
上
。

▽
そ
の
他　
課
税
を
理
由
に
減

額
対
象
外
で
あ
り
、
次
の
全
て

に
該
当
す
る
人
は
、
特
例
減
額

措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
①

介
護
保
険
施
設
に
入
所
す
る
時

点
で
、
世
帯
（
別
世
帯
の
配
偶

者
を
含
む
）
が
２
人
以
上
②
世

帯
の
年
間
収
入
か
ら
、
施
設
の

年
間
利
用
者
負
担
見
込
み
額
を

除
い
た
額
が
80
万
円
以
下
③
世

帯
の
預
貯
金
な
ど
の
額
が
450
万

円
以
下
④
居
住
財
産
を
除
き
世

帯
全
員
が
活
用
で
き
る
財
産
を

所
有
し
て
い
な
い
⑤
介
護
保
険

料
を
世
帯
全
員
が
滞
納
し
て
い

な
い
。

2
社
会
福
祉
法
人
利
用
者
負
担

減
額
認
定　
社
会
福
祉
法
人
が

提
供
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
負
担
額
を
減
額
し
ま
す
。

▽
対
象　
生
活
保
護
受
給
者
ま

た
は
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
。

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

②
世
帯
の
年
間
収
入
が
単
身
世

帯
で
150
万
円
（
１
人
増
え
る
ご

と
に
50
万
円
加
算
）
以
下
③
世

帯
の
預
貯
金
額
が
単
身
世
帯
で

350
万
円
（
１
人
増
え
る
ご
と
に

100
万
円
を
加
算
）
以
下
④
居
住

財
産
を
除
き
世
帯
全
員
が
活
用

で
き
る
資
産
を
所
有
し
て
い
な

い
⑤
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
⑥
介
護
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

▽
そ
の
他　
1
に
該
当
し
な
い

場
合
は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
地
域
密
着
型
を
含
む
）
と
短

期
入
所
生
活
介
護
の
食
費
・
居

住
費
の
減
額
は
対
象
外
で
す
。

3
特
別
な
事
情
に
よ
る
利
用
者

負
担
額
減
免　
次
の
よ
う
な
理

由
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
関
す
る
費
用
を
負
担
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
は
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
額
の
２
分

の
１
以
上
を
減
免
し
ま
す
。
①

主
に
世
帯
の
生
計
を
支
え
て
い

る
人
の
収
入
が
、
死
亡
・
長
期

入
院
、
失
業
な
ど
に
よ
り
著
し

く
減
少
し
た
②
本
人
ま
た
は
主

に
世
帯
の
生
計
を
支
え
て
い
る

人
が
自
然
災
害
や
火
災
な
ど
に

よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど
に
著
し

い
損
害
を
受
け
た
。

問
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介

護
支
援
専
門
員
）、
高
齢
福
祉

課
☎（
632
）２
９
０
５

健
康
で
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

た
め
に　
食
育
情
報
コ
ー
ナ
ー

▽
日
時　
休
館
日
を
除
く
毎
日
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

▽
会
場　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
ラ
ラ
ス
ク
エ
ア
宇
都
宮
９
階
）。

▽
内
容　
「
目
指
せ
ナ
イ
ス
ボ

デ
ィ
」
を
テ
ー
マ
に
、
食
生
活

習
慣
の
ヒ
ン
ト
・
食
に
関
す
る

情
報
な
ど
の
パ
ネ
ル
紹
介
や
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
レ
シ
ピ
の
配

布
な
ど
。

問
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
627
）６

６
６
６

お
知
ら
せ

◎宇都宮精神保健福祉会（やしお会）　■相談会　▽日時　1 月 5・19 日（木）、午前 10 時～正午▽内容
精神障がい者を抱えた家族に対し、共通の体験をした家族が個別の相談を受ける。■定例会　▽日時

1 月 19 日（木）午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分▽内容　話し合いながら精神障がいについて学ぶ。■会場
保健所（竹林町）。■申込　電話で、保健予防課☎（626）1114 へ。

特定健診・がん検診は受けましたか
■個別健診（市内指定医療機関）
▽申込　受診する前に医療機関へお問い合わせ
ください。受診できる医療機関や健診項目につ
いて、詳しくは、市 や健康づくりのしおりな
どをご覧ください。
■集団健診（地区健診）
▽電話申込　市集団健診予約センター☎（611）
1311 へ。
▽インターネット申込　パソコン・スマートフォンから、
集団健診予約システム https://ethroughpass.seagulloffice.
com/utsunomiya-kenkou へアクセス。

種　　　　　類 対　　　　　象

特定健康診査 40～74歳の市国民健康保険
加入者

健康診査
後期高齢者医療制度加入者
40歳以上で医療保険に加入
していない生活保護受給者

心電図検査

40 歳以上の人

貧血検査
眼底検査

胃がん検診 X線撮影
内視鏡

肺がん検診
X線撮影
X線撮影と喀

かく

痰
たん

要件を満たす人
大腸がん検診 40 歳以上の人

乳がん検診
マンモグラフィ検査

40歳以上の女性（2年に1度）
視触診

30 歳代の女性

子宮がん検診 頸部細胞診 20 歳以上の女性
頸部と体部細胞診 要件を満たす人

前立腺がん検診 50 歳以上の男性

骨粗しょう症検診 満40･45･50･55･60･65･70
歳の女性

▽その他　肝炎ウイルス検診と歯科健診あり。
■申込時の注意
▽３月分までの予約を受け付けています。予約状況は、集
団健診予約システム で確認するか、市集団健診予約セン
ター☎（611）1311 へお問い合わせください。
▽満 70 歳以上の人、後期高齢者医療制度加入者、生活保
護受給者、市民税非課税世帯の人は無料です。
▽詳しくは、市 や健康づくりのしおりをご覧ください。
問健康増進課☎（626）1129

▲スマートフォ
ン・タブレット
用QRコード
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　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

市
内
に
25
カ
所
あ
り
、
介
護
・

福
祉
の
総
合
窓
口
と
し
て
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ
の
家
族
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　相
談
は
、
電
話
や
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
の
他
、
自
宅
で
も
応
じ

ま
す
。
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
健

康
に
生
き
る
　介
護
予
防
の
た

め
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
や
、
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
調
整
な
ど
、
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の

予
防
対
策
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

■
困
り
ご
と
相
談
　ど
こ
に
相

談
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い

と
き
は
、
ま
ず
お
近
く
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
ま
す
。

■
権
利
を
守
る
　高
齢
者
虐
待

や
消
費
者
被
害
の
防
止
、
成
年

後
見
制
度（
※
）の
活
用
な
ど
、

専
門
家
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す
。

■
地
域
と
連
携
し
て
暮
ら
し
や

す
い
街
に
　心
身
の
状
態
に
合

わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ

の
支
援
や
地
域
の
関
係
機
関
と

の
連
携
・
調
整
を
行
い
ま
す
。

※認知症・知的障がい・精神障がいなどによって、判断能力が不十分な人について、本人の権利を守る援
助者（成年後見人など）を選ぶことで、法律的に支援する制度です。詳しくは、認知症の高齢者＝高齢福
祉課☎（632）2357、知的障がい者＝障がい福祉課☎（632）2366、精神障がい者＝保健予防課☎（626）
1114へお問い合わせください。
◎この特集についての問い合わせは、高齢福祉課☎（632）2357へ。

名称 電話番号 担当する地区
御本丸 （６５１）４７７７ 中央・簗瀬・城東
ようなん （６５８）２１２５ 陽南・宮の原・西原
きよすみ （６２２）２２４３ 昭和・戸祭
今泉・陽北 （６１６）１７８０ 今泉・錦・東
さくら西 （６１０）７３７０ 西・桜
鬼怒 （６８３）２２３０ 御幸・御幸ヶ原・平石
清原 （６６７）８２２２ 清原
瑞穂野 （６５６）９６７７ 瑞穂野
峰・泉が丘 （６１３）５５００ 峰・泉が丘
石井・陽東 （６６０）１４１４ 石井・陽東
よこかわ （６５７）７２３４ 横川
雀宮 （６５５）７０８０ 雀宮（東部）
雀宮・五代若松原（６８８）３３７１ 雀宮（西部）・五代若松原
緑が丘・陽光 （６８４）３３２８ 緑が丘・陽光
砥上 （６４７）３２９４ 姿川（北部）・富士見・明保
姿川南部 （６５４）２２８１ 姿川（南部）
くにもと （６６６）２２１１ 国本
細谷・宝木 （９０２）４１７０ 細谷・宝木
富屋・篠井 （６６５）７７７２ 富屋・篠井
城山 （６５２）８１２４ 城山
豊郷 （６１６）１２３７ 豊郷
かわち （６７３）８９４１ 古里中学校区
田原 （６７２）４８１１田原中学校区
奈坪 （６７１）２２０２ 河内中学校区
上河内 （６７４）７２２２ 上河内

お住まいの地区の地域包括支援センター
▽開設日時　月～金曜日の午前8時30分～午後5時15分。

専
門
職
が
連
携
し
て

助
言
や
支
援
を
行
い
ま
す

　高齢者の皆さんの身近な場所で、皆さんに寄り添って
介護や福祉の相談を受けている地域包括支援センター
についてご紹介します。

住み慣れた地域で安心して
　　暮らしていくためのお手伝い
　　　　　　地域包括支援センター

　地域包括支援センター
では、主に高齢者の皆さ
んやそのご家族からの相

談支援業務を行っています。介護サービスに関するこ
とをはじめ、認知症のご家族に対する不安や特殊詐
欺被害に関することなど、内容はさまざまです。窓口だ
けでなく、電話や、ご自宅・病院に伺うこともできます。
　また、この地域に住む人たちがいつまでも安心して
住み続けるため、地域に寄り添った支援ができるよう、
民生委員や地域のまちづくり団体の集まりなどにも参
加し、情報共有を心掛けています。
　こんなこと相談したら悪いかな、と思わず、困ったこ
とがあれば何でも相談してください。皆さんが安心し
て話しやすい雰囲気づくりをして、お待ちしています。

地域包括支援センター豊郷
社会福祉士　堀川里恵さん

　体調などを伺い、お元気な様子をうれしく思いま
す。地域で生き生きと活動しているお話を聞くことが
でき、元気をもらっています。

高齢者の皆さん、
　お気軽に
　　相談してください

地域包括支援センター豊郷の職員に話を聞きました 健康相談から生きがい相談に
利用者　安永力さん・淑子さん

　利用のきっかけは、腰を悪くして相談にのってもら
い、福祉用具のレンタルをしたことです。体が弱って
いたときは、支援してほしい、どんな支援をしてもらえ
るだろうという相談が中心でしたが、生きがいや地
域貢献の話などもするようになり、今では、地域の寺
子屋で、小中学生などへの学習支援を行っています。

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金


